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・自立的組織の開発

・働き易い環境づくり

業務の 改善

高度化

効率化

高品質化

・他者とのアライアンス

・情報発信

・企業コラボ等



売上 投資額
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＆
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《グループホームにて再加熱》



生活介護事業所

JUMP

＜三和地域生活支援センター平面図＞





・より円滑な情報共有のためにレポートラインの明確化
・既存の報連相のルールを再整理して、効率化を促進
・多職種が抱える情報の蓄積、共有を促進

・法人サポートセンターと各施設、事業所内の情報共有を図るために、
各種ICTツールを導入・展開する

・その仕組みを活かしながら、情報/ノウハウの蓄積や情報共有の場や
制度の設計を実施していく

情報共有の仕組みの見直し

・タイムリーな情報発信：chatworkを活用した全職員への情報発信
・円滑な経営管理：TKCを活用したリアルタイムな情報分析
・ケアの改善：ケアカルテを活用したデスクワーク効率化
・データPF活用：GoogleDriveを活用した施設連携とペーパレス化

情報共有インフラの活用促進

・会議、委員会、プロジェクト構成の見直し、その責任者・目的を明
確にした上で、運営を図る

・熟練職員の技術ノウハウ移転の仕組みの構築

ノウハウ共有・移転の仕組み構築
施設

課 課 併設施設

サポートセンター

マネジメント

経営管理
（財務・人事）

情報共有
（ファイル）

コミュニケ
ーション

ケア情報・・・
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日本における奨学金のほとんどは日本学生支援機構の貸与
型奨学金で貸与型でも有利子である第二種奨学金の割合が高
くなっています。
その背景には、進学率の上昇と学費高騰、家計状況が関係

しています。奨学金を借りる学生の割合は上昇する一方で、
非正規雇用になったり就業が継続できない状況で奨学金返還
が困難になっている若者が急増し社会問題になっています。

奨学金返済の社会問題化に伴い、企業や地方公共団体の
支援も広がりを見せ始めています。次世代を担う若者が描
く将来の選択を増やすことまた、U・I・Jターンの学生を
増やすことで、福知山市また地域が活性化することを願っ
て、奨学金返済支援制度を構築していきます。



10年間 平均66.1%

4億
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積立金（年度） 売上 人件費 積立資産（累積）
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